
令和 6 年度フォレスター勉強会・意見交換会の実施について 

林野庁では、森林総合監理士の現状や課題を共有し、それぞれの活動の質的向上を図ることを目

的に、フォレスター勉強会（オンライン）を年４回開催しました。またオンラインによる意見交

換会を実施しました。 

 

令和 6 年度 

 内容（テーマ・講義等） 

第 1 回 勉 強 会

（R6.6.28）221 名 

（テーマ）ICT 等の活用による森林総合監理士業務の効率化 

・森林総合監理士業務における ICT と現在の活用状況について 

・官行造林地を含む森林整備推進協定締結への取り組み～新郷村の例～ 

・北海道らしいスマート林業の取組について 

～スマート林業 EZO モデル構築協議会による実証成果～ 

第２回勉強会 

（R6.9.30）113 名 

 

（テーマ）森林総合監理士の認知度向上と活用場面の創出の取組 

・岐阜県地域森林監理士について 

・市町村をサポートする民間フォレスターの必要性と価値付け 

 

第３回勉強会 

(R6.12.13) 149 名 

（テーマ）川中・川下を視野に入れた森林整備・森林経営 

・川上から川下までをつなぐ仕組みづくりについて 

・材の地域内利用をベースとする森林の整備・経営 

・《林野庁コーナー》フォレスターとプランナーの連携について 

第１回意見交換会 

(R7.2.27) 8 名 

①川上から川下までの連携と森林資源の循環利用について 

②地域における森林・林業の中長期ビジョン（市町村森林整備計画等）に

ついて 

③今、森林総合監理士に求められている役割、必要とされる知識や技術に

ついて 

④効果的な市町村行政支援について 

第４回勉強会 

(R7.3.24) 101 名  

（テーマ）市町村森林整備計画、森林経営計画の策定における課題解決 

・計画の策定に求められる技術・知識とは～テキストにない森林総合監理

士の視点・技術 

・市町村森林整備計画を支援分野とする森林総合監理士からの一言アド

バイス 

・《林野庁コーナー》森林経営管理制度の改正について 

 


